
熊本大学教育学部紀要，人文科学
第33号，63-84,1984

Ｆリスト：「超絶技巧練習曲」の変遷(1)

中山孝史

ATransitionof唾EtudesDbx6cutionTranscendante，，

byFranzLiszt,（１）

TakashiNAKAYAMA

序

Ｆ・リスト（1811～1886）の12曲から成るピアノの為の練習曲「超絶技巧練習曲」には以下のよう

な成立事情がある．

1826年に作曲された「12のピアノのための練習曲］は1838年頃その素材を使っての編曲とも言

える程改訂されている？そして，その改訂版を1851年更に改訂したものが「超絶技巧練習曲」と

なっている．

その各々の版の年月は約10年位開いているが，それらはリストの少年時代，ピアノ演奏巨匠時

代，そして演奏から身を引き作曲に専念している時期に当てはまる．この様に同種の素材を基に

して，特徴ある時期に作曲されたこの三種の練習曲を比較検討する事は，リストのピアノ演奏技

巧の変化及び進歩，作曲様式の変遷を知る上で重要な手がかりとなる．

本編ではそれら三種の練習曲を，第一版，第二版，第三版と便宜上呼んでいく事とする．そし

て以下，第一版と第二版の比較を演奏技術的な面を中心として考察していく事にする．何故なら，

第一版と第二版では，第二版と第三版の差よりはるかに大きな演奏技術の隔りがあるからだし，

それを知る事だけでもリストのピアノ音楽の大きな部分を見る事ができるからだ．最終決定版で

ある第三版については技術的，音楽的全般にわたって考察するつもりであるが，それは次稿にゆ

ずる事にする．

第一版と第二版の比較

両版の比較については，リストと同時代の人間であり又自身作曲家であるＲ・シューマン（1810

～1856）の興味深い論評がある．彼はピアノ演奏技術の進歩について述べ，美学的考察まで及ぶ

が，むしろここではシューマンとリストの音楽観の相違が読み取れる事の方が意味がある．以下

次の言葉を引用するに留める．“………もし彼が祖国の好意をかち得ようと思ったならば，前にい

った，古い練習曲3)にみられるような快い明朗さ，単純さに立戻らなければならない．彼は簡単

にする代りに複雑化する道をとったけれど，本当は逆の道を進まなければならなかったのではあ

るまいか．そうはいっても，彼は練習曲を書こうとしたのだし，いやしくも練習曲というからに

は作品のむずかしさは，最大の困難を克服しようという意図からでているのであるから，その目

的に免じて許されてもいいわけで，このことを忘れてはなるまい.''4）

筆者は以下，シューマンとリストの音楽の相違について論じるつもりは無く，より客観的にピ

アノ演奏技術の進歩をより具体的に検討していく．それ故，両版の曲の楽式の問題，和声の問題

(63）
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等については殆んど触れずに，第一版で示された音型が第二版ではどの様に変形され，そしてそ

の事は演奏する上でどの様な意味を持ち肉体的にはどの様な要求を持たされる事になるのかとい

う事を中心とする．

１番から12番まで個々検討していくが，ちょっと注意をしておく．第一版の７番は第二版では

11番に移されており，第二版の７番は新作である．又，第一版の11番は第二版では使用されてい

ない．それで両版に共通でないこの２曲は考察より省く事にする．

「第１番」

第一版の練習曲のねらいは，右手の急速な音階句，分散和音，両手のオクターブのトレモロに

ある．第二版では第一版の１小節から４小節までの素材と29小節以下の素材のみを使用していて

トレモロが省かれ全体として曲の長さが縮小されているが，音階句と分散和音の技術はかなり念

入りに手を加えられている．まず分散和音であるが，第１小節を比較して見ると明瞭な違いがあ

る．第一版では２オクターブ半の音域で奏されるのに対して鬮例1)第二版では４オクターブ半にも

音域が拡大されている鬮例2)又，それに続く音階楽句も第二版の右手に音が一声部増して技術的に

は困難になっている．つまり第一版では１→４→３→２（又は２→５→４→３，１→５→４→3）の

指使いになるが，この場合一つの線の動きとして手首の横の動きを利用する事によって比較的楽

に奏すろ事ができるのに対して，第二版で増加された音は第２指で奏す事になるが箪例2>第一版の

隣接する指の横の動きに加えて第２指の縦の動きが合成される事になって困難さが増してくる訳

である.又，第一版の31小節以降の分散和音は両手共１オクターブ内に収められているが寧例3)第

二版では右手の分散和音が拡大され音域も拡がっている．指使いに関しても第５指の下を第１指

がくぐっていくという技法が要求されている鬮例4〕

「第２番」

第一版での技術的ねらいは,両手の第４指,第５指の独立強化礒倒`》鋤急速な右手第１指の蝋
単音の同音打鍵脚7)分散和音である鯛>第二版の冒頭の主題旋律は第一版のそれと同じ（譜例5）

であるが，技術的には全く違ったものになっている．第１指と第２指により同音打鍵の技巧が目

につくが，第５指がその動きにからんでくるのでかなり高度な技術が要求される．つまり２つの

運動が合成されたものになっており，第２指と第５指間の柔軟さ俊敏さが必要となる鬮例9)これと

同様な事が次に示す音型にも当てはまる．第二版では音が一つ，一つの音型につけ加えられただ

けで指使いに制約がｶﾛわり，第一版では第１指の移動でポジションの連続を行っていたのに対し

(譜例６)，手首ごとポジションの移動を敏速に行わなければならなくなっている鬮例10）

次に分散和音の音型は第１番と同様音域の拡大が見られる．第一版では２オクターブの音型が

(譜例８)，第二版ではＡ音のみで３オクターブに広がる動きを，第１指と第５指のみで奏すると

いう形に変わっている”'1）

以下，第一版では出てこなかったが第二版では重要な技術修得のねらいになっている技法のみ

を示す．広い音域にわたる跳躍進行を伴った和音打鍵;H例'2)譜例11の動きに和音打鍵を合成した

奏法駒例'3)''3)………全てが，各指の強さと手首の柔軟さが求められる．

「第３番」

第一版ではｱﾚｸﾞﾛのﾃﾝﾎﾟで'0度間隔で響く両手のﾚｶﾞｰﾄ奏法”M)時々見られる重音灘！
とオクターブ奏法'''１例'6)がねらいである．第二版ではテンポはポーコ・アダージオ，拍子は÷拍子

から号拍子へと変わり，一見別の曲ではという認識を持ち易いが，冒頭のテノール声部の旋律が

第一版のソプラノと同じ事で，かろうじて類似を見い出す事ができる翻'7)それに加えて上声部に

オクターブによる新しい対位旋律を導入する事で，音の立体感覚，空間的広がりを養う目的が新
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たに生じている.とかくピアノ奏法の技術修得には，速度，力強さといったものに目を向けがち

であるが:)テンポの遅い曲でもピアノ奏法に必要な技術を学ぶ事ができるといった恰好の例とな

っている．全曲通して第一版で要求された技術を使用しながら田園調のイメージを表出している．

こういった曲の技術に関しては楽譜を見ただけでは理解できにくい面があり，実際音を出してみ

て上声部と下声部の音量のバランス，和音の音色の相違，精繊なペダリング等の困難さに気づく

訳で,今まで見てきた第１番と第２番とは様相を大分異にする．

いみじくも名ピアノ伴奏家ジュラルド・ムーアは次の様に述べている．“………読者には練習

を要するものは，単に技術的に困難な伴奏ばかりでないことがわかっていただけただろうと思う．

伴奏が単純であればあるほど,敏感なピアニストにはそれだけ考える材料が多くなるのである．

一例をあげればリストのコンツェルト変ホ長調，又はチャイコフスキーのコンツェルト変ロ短

調ならば一流の演奏ができる独奏ピアニストはたくさんいる．しかし真の芸術家でなければペー

トーヴェンのト長調のピアノコンツェルトを演奏することはできない．伴奏もそうである．技術

的に困難な楽曲や作品はもちろん勉強しなければならないが，多くの伴奏家は，テンポのおそい

単純そうな曲に対しては充分の時間と面倒をかけない・私の考えでは,「魔王」の演奏は!)シュー

ベルトのLitany（万璽節）とかＤｕｂｉｓｔｄｉｅＲｕｈ（汝こそわが憩い）の演奏ほど注意がいらない!),，

「第４番」

第一版では両手の三度の練習が主眼であるが蝉18)第二版ではその音型を維持しつつ新たに両手

共’オクターブにわたる和音より成る対位旋律をつけ加えている”'9)しかも，三度奏法はレガー

トではなく第２指と第４指の連続でノン・レガート奏法となる．という事は，三度の動きとオク

ターブの和音を交互にすばやく行う事になる訳で技術的困難さは鷲く程増している．つまりオク

ターブと三度の交替で指の伸縮は敏捷さが要求され，しかも和音は跳躍進行が伴い正確な両手の

横への動きをしなければならない．第二版では以下３種の変奏がつけ加えられているが，技術的

には三度奏法がリズムの変化を受けているだけで基本的には変りない．ただ57小節以下の変奏で

は，左手に旋律と伴奏を同時に受け持たせるという新しい技法が使われている”20)しかしこの場

合旋律は左手第１指で奏する事になり，右手でこの様な形態を採る時よりも比較的楽にバランス

をとり易い．

第一版と第二版の相違点をもう一つ述べるならば，第一版の16小節の右手の音型閲例21)が第二版

では減七の和音に変更され,音が一つつけ加えられている，例理)この場合も一つ音が加わった事で

技術的には難しくなる．第１番と第２番で述べた事と同じ意味である．以下各所に和音打鍵等が

使用され，各指の力強さが求められる訳だが譜例を挙げるだけにとどめる”四.2`,25）

「第５番」

第一版の技術的なねらいは，右手の二声部の独立した動きを中心にしている”２６)つまり各指が

他の指の動きに影響されないで打鍵できるかどうかという事．そして所々に出てくる左右の音階．

右手の分散和音(減七の和音)・所が第二版では譜例26で示した右手の音型が変奏されて驚くべき

程の困難さを私達に示してくれるF例27)'6小節の前奏の後に右手の音型が細分化され，結果とし

て第４指と第５指の動き，第１指と第２指の動きが第一版のそれと較べて４倍要求されている．

しかも同時に／この音型は本来独立性の弱い第４指8)がからんでいる為に，しかも主旋律として

よりしっかりした音が求められる為にその困難さは第一版の比ではない．（第一版では第４指は比

較的長く音を保持している｡）以下，第二版では譜例27で示した技術が様々な変奏を伴いながら連

続していく訳だが，最後まで同質の音で弾き通すにはよほどの指の強さと柔軟さが要求される．

他には音階句が第一版の全音階中心が第二版では半音階中心になる位で大した変化は見られない．
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ただ新しい技法として】0度に及ぶ和音の打鍵を挙げるだけにする鋤28）

「第６番」

第一版での技術的ねらいは，右手のｌオクターブ以内の分散和音と左手の最大幅13度（50小節

目の第二拍）の跳躍進行の二つである箪例２，)両手のこの動きは終始続く訳であるが,右手の場合第

１指を打鍵後保持して他の指が二つ動く音型で，手首の移動に制約が加わり他の二つの指の独立

した上下運動が多少要求される．が，いずれも16分休符が拍の頭にあって手の緊張を休める事が

できる.左手の跳躍進行はレガートが求められていて音域もＩオクターブを超える事が珍らしく

ないので，手が小さい人にとっては手の運びにコントロールの正確さが要求されよう．これが第

二版になると，色んな意味で大いなる変容を遂げている．１２小節に及ぶ左手だけによる２オクタ

ーブ半の急速な分散和音／しかも旋律を奏しながら，和音の形で繩30)つまりここでも和音の打鍵

と急速な分散和音奏法の二つの運動が敏速に交互にくり返す合成されたものとなり困難さは第一

版の比ではない．更に'3小節以下右手も分散和音を奏する贈例31)がその一つの運動の音域もｌオク

ターブ半を超え，それ以降様々な形の分散和音が出てくるが音域も２オクターブに及ぶものもあ

る脚32)各指間の拡張性柔軟性が必要となり手首のしなやかさそして全5指の独立性力強さが求め

られる所である．他に二重音のトレモロ辨鋼)和音の広い音域に及ぶ跳躍進行”3ｲ)が随所に見ら

れるが，第一版からは予測もつかないものである．

「第７番｣9）

第一版の技術的な目的は，両手で１６分音符分のずれをもって交互に単旋律，時には和音で打鍵

する事である甲例35)片手の音域も’オクターブを超えるものはなく，正確なリズムと両手の響きの

バランス修得を主眼としている．第二版では調性が第一版のEsdurからDesdurに変更され，７

小節の前奏の後譜例35のソプラノ旋律がテノールで歌われる”3`)右手には4分音符のオプリガー

ト旋律が追加されている．ここでは第３番の練習曲の時考察した事が当てはまるが，両手のリズ

ム交叉の音型は22小節から33小鯲例37)97小節から126小節H}例弼)に渡って利用されている～前者

は両手共１オクターブを超えるものがあるアルペジォ奏法で後者は急速で強力な和音打鍵に変化

させられている．ここでも指の柔軟さと強靭さが必要である．曲は中間部に新たな旋律が支配す

る部分があるが，もはや第一版とは何ら関係ないので考察はここまでとする．

「第８番」

第一版の技術的ねらいは左手の急速な１６分音符による音階楽句の奏法の取得にある”39）勿論

右手にも部分的にその要素はでてくるが中心は２分音符，４分音符，８分音符からなる和音打鍵

にある・第二版では第一版の÷拍子から骨拍子に変更され，第一版での左右の手の分業といった

形が冒頭の旋律を生かしながら両手同時の動きに変えられている．音階の要素は第１小節に極め

て興味ある形で使用されている”40)つまり，C-D-Es-F-Gという五つの音による音階を結果と

して４回急速に奏する訳だがリズム単位は１拍に音を四つ当てて５拍に行い，アクセントが１拍目

は第１指(右手の場合L２拍目は第５指，３拍目は第４指,４拍目は第３指，５拍目は第２指とずら

す事によって，特異な効果をねらっている．技術的にはC音からＧ音まで一つの運動でありながら，

拍節を明白にする為３拍目，４拍目，５拍目の指の打鍵はその指だけ少し力を必要とする事にな

り，手首の横の動き指の縦の動きの合成されたものがここでは行われる．他，断片的に音階句が

用いられたり，半音階が使用されたりで，第一版の技術的なねらいと大幅に違ってきている．む

しろ，和音打鍵の方に比重が傾いているといってもよいだろう．そのきわめつけの形が170小節

に見られる"ｲ'〕他，リズム的にもおもしろいものや，オクターブ音のオクターブ跳躍進行等が

示されているが，第一版とはあまりにもかけ離れている為ここでは省く事とする．
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「第９番」

第一版では左手の穏やかな分散和音に乗って右手の優美な旋律を歌わせる主部Ｈ１例42)と，和音

打鍵によるトリオ”43)を持った三部形式で作られているが，第二版でもその形は殆んど変更され

ていない．それ故，第一版と第二版の技術的変化を比較するという本論のテーマには恰好の曲と

なっている．第二版では14小節の序奏（カデンツァを含む）が第一版の冒頭の動機を使用してい

るが，８小節までは殆んど左手だけで旋律と和音打鍵による伴奏を行うという作業が課せられ，

早くも左手の柔軟性が要求されている"``)又，カデンツァの部分では右手の急速な動きが示され，

技術的には指の敏捷さの取得に当てられる”ｲ５，`6)主部に入ると動きは譜例42で示した第一版

と殆んど同じであるが，音を左右共増やして厚みのある響きへと変化している繩ｲｧ)特に右手は音

域も広がり旋律と伴奏の音量と音色の違いを弾き分けねばならない．同様に24小節以下の左手の

部分も第一版甑48)と較べて音域が広がり，装飾音符も加わり細かくしかもバランス良く演奏する

事が要求される”ｲ，)トリオの部分は左手の和音打鍵がＩＣ度の広がりを持つ所が二小節程出て，ソ

プラノの旋律がｌオクターブ低く歌われるだけで基本的には変化なし．トリオから主部へ帰る所

で，第一版躯50)に較べると第二版”51)では右手に急速な２オクターブの広がりを持つ分散和音

が導入され，左手は主題動機が使用されている．他にこの曲の中では，アラベスク風の細かい音

が左右を問わず随所にちりばめられ，指，手首から身体全体のしなやかさが要求されている．

「第１０番」

第一版の技術のねらいは，両手殆んど平等に動く音階の断片句と様々な分散和音の練習にある．

但し分散和音は第一版全曲の中では珍らしくかなりの跳躍進行を伴うものがある．（１４小節～１５

小節脚52)60小節～62小節鬮例53)）第二版では中間部に新しい旋律を導入した三部形式になってい

るが,主部の部分では第一版の素材の変化が明瞭に読み取れる．まず冒頭の音型が興味を引く．第

一版では両手で６度の平行移動の動きで始まる脳例5ｲ)が，第二版では音を－つ増して三つの音より

なる和音を左右交互に奏する音型に変更している"55)これは三重トリラーの一の奏法であるが１０）

レガート奏法もスタッカート奏法も指使いに無理がなくできるし，又，弱音，強音も手首，肘，

肩の力の導入でかなりの幅が可能となる．これは第三版で明らかになるが詳しくは次稿で論ずる

事とする．冒頭の音型は更に次の様に変型される．③13小節目W例5`)⑥１４小節目１日例56)、17小節
目,田例57)⑥23小節目"58）

＠では左右共音が一つつけ加えられた結果１６分音符の運動に制約が加わる．

⑥ではＩオクターブ跳躍が導入され指の伸縮性が要求される．

、では９度の跳躍進行が導入されているが指の伸縮性と同時に手首の敏速な横への動きが求め

られる．

＠では音が－つ導入され柔軟な指問の広がりが求められる．

分散和音の形も様々な変型が見られる．第一版の48小節目に見られる音型甜例59)は一つの運動

が5度～6度の広がりを持つが，第二版では一つの運動が２オクターブを超えるものとなり榊６０）

115小節以下152小節まで左手に連続して出てくる．同時に二つの音を打鍵する部分を導入して音

の厚みを増すと共に技術的に困難さを伴う所がある．その代表的な形は31小節以下に見られる繩61）

跳踊進行に関しては，譜例52,53の概念が変化したものと考えられるが，次のように変型して

いる．譜例56の後半部分はオクターブ上行の形で，５４小節からの右手のオクターブ下行魂62)（譜

例56の後半の反行形）で，175小節～178小節及び'98小節～205小節までのオクターブ音を伴うオ

クターブ跳躍ili例田)全てに手の柔軟性が要求されるが，特に譜例63やそれに類似した形の跳躍進

行には充分の訓練と時には幸運をも要求されよう．
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「第12番」

第一版の技術上のねらいは，両手とも－つの音を保持して他の指を動かすというものである．

(第３小節の前奏部ではｌオクターブ音の保持になっている.)曲例")その音域は殆んどｌオクター

ブ以内であるが，２２小節，２４小節，２９小節，３０小節，３１小節，３２小節では１０度に広がっている．

この音型では，第３指，第４指，第５指が各々保持音を受けもち，第１指と第２指が動く訳だが，

その両指の独立した運動が要求される．

第二版に紗いては13小節の前奏の後次の様に変型される”`5)拍子は第一版の十拍子から骨拍

子になり，第１指と第２指の動きが４倍になっており，トレモロ奏法に変化している．曲を通し

てこのトレモロ奏法が続く訳だが，以下種々の形で出てくるF1例跨70)つまり，音域の広がり，音

の増加，跳躍進行等がトレモロの動きに加担して，第一版で求められる技術とは比較にならない

程の困難さを私たちに示してくれる．指の強さ，柔軟さ，俊敏さ，手首のしなやかさ，全ての筋

力の耐久性が必要である．そして精神力／

結び

以上，「超絶技巧練習曲｣の第一版と第二版をその素材の変化を中心に考察してきた訳だが，改

めて言える事は全てが拡大化しているという事である．分散和音を例にすれば，その一連の運動

音域は高音域タ低音域へと広がり，単音で行う所が重音にしてみたり，又隣接音も和音構成音を

順番に一つずつ採っていくのではなく，一昔飛びこしたりして新しい音色を求めているリストの

行為が手に取る様に理解できる．又一つの音型に更に音をつけ加え，更にもう一つつけ加えして

とにかく休んでいる指がない様に左右全十指をくまなく動かして響きの厚みを増している．その

手法は和音打鍵に関して顕著に見られた．又，音を細分化して多くの音を均質に，しかもすばや

く演奏するフィギレーションの導入．又，単音でも，和音でも広音域に及び圏臓進行．とにかく

リストの表現意欲はピアノという楽器の無限の可能性を引き出している．リスト自身が当時最大

のピアニストであった事を考えると，自分自身の限界への挑戦を五線紙という対象に表現したと

いえるであろう．

本稿では「超絶技巧練習曲」の第一版と第二版だけをその技術の運動性という面から考察して

きたが，第二版と第三版の比較をも含めて全体の立場に立っての考察は稿を改めてする事とする．

（未完）

註

この作品は1827年頃，ポワスロより作品６として出版され，又'835年に作品Ｉとして「若きリストに

よる，各調性の長・短音階を稽古するための48曲のピアノ用練習曲」として出版された．実際には12

曲しか作曲されなかった．

木村重雄，リストピアノ曲集Ⅱ解説「世界大音楽全集リストピアノ曲集Ⅱ」音楽之友社出版1957

年Ｐ､211．

タイトルは「24のピアノのための練習曲」となっているが実際は12曲．

第一版の事

シューマン署吉田秀和訳「音楽と音楽家」岩波文庫1963年ｐ137．

クレメンティ，ツェルニー，モシュレス，モシュコフスキー等の練習曲では殆んどがその目的の為に

作曲されている．勿論これはピアノ奏法技術には欠くべからざるものではあるが．

Ｆ・シューペルトの有名な歌曲で，ピアノパートは右手の急速な三連符の同音打鍵（オクターブで，時

には和音で）の連続で，これを完全に奏するには相当の訓練が要求される．

Ge｢aldMoore箸OTheUnashamedAccompanist,，大島正泰訳「伴奏者の発言」音楽之友社出版

1970年３２ページより引用．

第４指の腱は第３指のそれと第５指のそれと両方に結合されていて，第４指の動きは通常非常に制約

１
Ｊ
１
１

２
３
４
５

6）

7）

8）
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されている．Ｒ・シユーマンが若き日ピアニストを目ざし，そのUMIかない第４指の無理な訓練がたたっ

て結局指をこわしピアニストへの道を断念せざるを得なくなったという逸臓は今日まで広く知れ渡っ

ている所だ．第４指だけの為に／

第一版の７番は第二版では11番となっている．

他に右手で二つの音を取り左手で－つの音を取り，又その逆の音の取り方で同時に両手で葵する方法

もある．

Ｊ
１

９
０
１

参考楽贈

CGEtudesfbrsoIopianoｉｎｌｈｒｅｅｖｏＩｕｍｅｓＶｏ１．１，，KalmusMiniatu爬Scores9360BeIwinMiIlsFranzLISZToCE

publishingCorp．

dも

２
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Ⅱ￣■－－－－－■ぺ￣■■|■■■■■■円Uロ■。－■■■■■■■■■■■■■Ⅱ－■■■_■丙■■■■■■■■■■■■■■■■■■訂U■■

■■■|■■■■￣－－｜■■■■■■■■P■ロ-－－■－■■■|■■＝■■■■■

48）

塵=霊二F驍雷読三謡壽需語藷

［二重二壽薫薑篝49）
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￣＝呂一＝
￣タ

ー

ニ＝■■

□

50）

■■U■■U■■■■■■ﾛ■■■￣－Ｋ夕勺

,吊牙＝I沼二｣砧Ｉ＝■■国一一‐■￣－－－
叩■■■．

が⑭

。●●●●●eqCeの⑪p●

轌鑓彗學學藝豐吋=睾鑿謹壽
､Ｉ

一一二

““ﾉcrIw8‘０ －－－'
AＰ

■■Ｌ■－

－－＝
－出＝苦＝＝．
￣

－－－P

ローニニ■￣呂占弓＝■￣＝一二弓＝=＝二口＝
□￣■＝二■■■■ロー＝■■■■■￣

■■■■￣--￣￣

52）

i二.－－

■＝１－『．-..．---元.＝＿ョケロロー.□１－＝甲.．．－ﾛーーロ
ー■l■■■■■■■■■■■■■Ｕｐ－－－￣￣￣￣￣■--－－－■■･￣－￣￣■－
１■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－■■■■ロー■￣■■■

|￣･ﾆｰｰｰｰ~￣￣。..￣￣￣￣￣目｣￣
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■ ■■■■■■■■

リーェー■■■■￣且Ｆ１■■■■ニーロー'■■■■－－－－－
■アー ■■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■

５３）

1０

Moderatn.、.」ごOG．

■■￣」■￣￣￣■■＝■＝ロで－■■Ｆ￣■￣

ローーーョロロロロニＰ■ニニロロニロローーニ宰匹Ｆ二Ｆ＆
■■■■

’54）

Ⅱ■■■

田ﾆｰｰ唾デー二Fﾆﾆ野呂=罠二目＝二,---‐■■■■■Ｉｕ■

1０

Pre8tomoltoagitato．

ニーーーー
ご￣■￣ロ

■ｆ－－￣￣

55）

－－－＝ニーーーーー＝

１
０
■■

■■

.」

◆

」移一 信 ＿か＿ 信 ８ ●●●●●●●●●●●●■●●●●
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□
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生
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丘
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Ｅ
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’
■■」■－百－＝￣■

ロ■■■ご=－■■■宅■宅■Ｉ－１■■■■ﾛ■■■■■■■■｣
ロロ．--■■■■■■■■■■■－－Ｆ■■ﾛ■■■■I■

■■￣￣￣

56）

￣＝－F■■■■■■■■＝

■■■■■Ｆ■B■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■

－－＝

季里奎碆菫圭旦韓三重蔭FF菫
57）

「可「■■■■硫■■■■■■

■■■■￣■、■■■■亡■■■■■￣■■、■■l■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■
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58）
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■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■

ブヨマーー■■■■￣コヨロ■■■■■l■■■■■■■

■■■■Ｆ￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■

■■■￣司一一五■■■■l■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■
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勺■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
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U■■■■■■■■■■■■Ｐ■Ⅱ■、■■－－

￣可■■■ｒ,■■■Ｕ■■■ﾛヨ■■￣￣■■■■

■■■■■■■■■■■Ｉ■■■■|■■■■■■､ｑ■ﾛ■
｜■■■■■■■■■|■■■■■■■■」■

ｌ■■l■■■■■■■
■■ロ

＝＝。ｐ
－０■￣U■Ｐ－－

■＝ロ■-Ｆ￣■－ロー

■Ｆ－－－■戸■ロ－－－口－
ﾛ■￣ ＝＝￣￣－

■■■■■■■■■■■■■■■■QJF■■

■■￣￣

■■■■■■￣|■■■■■■ロー￣でロ■￣■■名一ヨロ■￣
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■|■■■■■■■■■■

￣￣■■■■ウ■■■■■■■■

62）

■■■■■■■■■■

￣■■■■■￣■■■■■￣■■■
■■■両■￣■■■■■￣￣■■■■■－－－

ｍ■■￣

Ｂ1円－￣■■■■■■■■■■■■

■■＝■■￣￣■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■臼〒■
ワｌ■■■＝＝￣可■■■■刀■I■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■－－－■■■■￣LUU「

Ⅱ－－￣－－■ﾛﾛ■■Ｉ■■■■■」■－－■■■■■■■■－門一己￣￣■■■■■■－－－＝－丁可■■,
■■■｜■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■￣缶■－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－■■■￣｣
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■

■■■■■■■■■■■■「．□
－－己乙ヨニーユー■■■■■■＞■■■■■－１■■■■I■■－￣-
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、■■■■■■■‐■■■￣
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Ｐ■■■■￣■￣￣Ⅱ■■Ｂ■■■■■■|■■■■■■■■■■■■ＰI■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■
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■■■で■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■￣￣￣■ｌ■■￣■■■■■■
■－■-￣￣－－＝■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣■■■■－－

＝二一‐■■■■■■－＝￣■￣■■■■■■■Ｉ■■■」■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■
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Ｌｒｌｎ
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■￣■■■■■」■■■'■■■■■■■■■■■■■￣■･￣￣＝で■■■|■■■■■Ｆ＝■￣＝ご■Ｆ￣-Ｆ■－ョ■Ｆ－■￣＝■U■■■－－■■■－■￣－Ｆ■Ｔ－
■■■■■■■■■■￣■■■■■￣■■■■￣■■■■■ｌ■■■■￣■■■■■■I■■■■■■左■■■Ｆ￣ロー■■■Ｆ￣■■■■■■■■l■■■0■■■￣■|■■－弓|■■■■

■■■￣＝■■￣■■Ｉ■■■■■■■■■￣■■■■l■■■■■■■＝■■■■■|■■■■
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■

■勺一'■■■￣ｒ－口￣P■￣■
■■-面■■■■■■￣_■■■■

￣■Ｐ￣■■■■■■■ロ■■■■■Ⅱ■■■■■｢可■■■
￣■■■■■ロ■■■■■L■ﾛ■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■＝
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＝

＝軍::＝＝珸帛￣－－
■

’■■＝■

￣■
■

■ご＝－
■■

匡垂＝

■■￣-

Ｆ■■■■■I■■■■■＝＝￣■■■■■■■■■■■■■■■■

＝■0.＝￣＝=岳＝＝＝＝＝
■､.■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｕ■■■-

－■■■■■■■■■■■刀■■■■■■■■￣￣■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■ﾛ■■ﾛ■■Ⅱ■■■■■■■■■ﾛ■

66）

Ｅ■四F■■■P■印、■■■、■■■■■”■Ｐ■Ｐ
ヨー￣ ￣￣￣■￣＝￣￣■■￣--￣－－＝￣＝￣■￣￣

￣￣ロー■ ■￣￣￣■＞＝￣￣－－－￣■ブー￣￣■

---＝￣可 ■￣￣￣■

■

￣'■■■■￣■■■■■■■￣￣

■■■■－－￣￣----￣￣￣－－－－－－■■■■

「＝---＝＝＝－戸＝マーマーーーマーマーＰ－Ｐ－＝￣￣写一写一＝＝＝＝＝ロー
■■－Ｆ＝＝百一一一一一一■■■￣￣で■■■￣＝＝＝-－￣■■■￣￣￣￣￣￣￣－－￣￣￣￣，■■￣￣■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■

■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■」■■■■■」■■■■■￣■■■■■￣
■■■■■ごＵ■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■｜■■■■■￣

■P－－■■■■■￣ロ■￣■■￣■■￣■￣■■￣」■￣」■￣ヨ
■Ｕ■■■－，■■■￣･■■■－－■■■＝－■■■＝－－－－ヨーヨヨーー■■■

67）

＿ヨーＬ－－ｙ－Ｌ＿ｄＪＪ
－￣￣￣

￣

￣

￣
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￣

ロｃＵ￣￣
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gliac“凧P四列amFnUi“､P形PiaJ8o6JE”Grme況化

麺尼田一

忘云三三五三冒丘三譜三五五三
■ヴ

冒主目曲目差監生月圭崖崖睦珪筐冒三昌三鴬ﾖﾖﾆ目自目ﾖ圭出圭昌ヨ ゲ

ヨー砦一一一一一→一戸公￣￣す－－－－－－二 夕孚－－

￣

Ⅱ■■

銅一一一■－－－ ■■ ｒ岸告一 丁トゴ ｒＦ 丁Ｆゴーニ缶叫←『￣匹 Ｔ￣岸赤￣

。團皀陰陰自薑目 些起=崔昌=国=鍾昌=目ゴー国＝邑陸凶=昌昌=轌缶鍾邑

1行〒房臺F語手言臺肩弄売臺雷臺犢雫信苧屑弄弄謂
－－－￣

…＝＝一二コ〒 =。
言 ﾈｺ向

￣

￣

■■■■■■■■■■■■■

ヨ閂＝罠
￣

Ⅱ■■■■■■■■■

言 弓に＝￣
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■■■■■■

68）

ＰＨＰ■■■■■■■■■

空一言＝ニニーーーーー＝

ワ！ｐ６ｂＦＩｉ

■■■■■■■■■■■■■|■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣
￣■ ■￣■■■■￣■￣■I■■■■■■
￣ ￣￣■■ ￣￣■￣￣
■■■－句一一一一句■－－－内■－－－■－－－－=
■■■■

Ｅ」ElUUUU■F｣■■■■ｺﾛﾛﾛ69）

雷雲蕊=蕊塞

’
■■＝

■■■■l■■■■■■■■U■■■I■■■■■■■■■■■■￣■■■■I■■■■■￣￣＝

■■■■■■■￣ｌ■■｜■■￣■■■■■ｌ■■Ｉ■■■■■￣■

■■■■■■円一一一一■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■l￣－－■■■■■■■■■■■■■■■■■
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￣■ヨⅡ■■＞■』ﾛニー~＝■＝ニーーーー＝

＝￣■■■■■■■■■■■■■■■■ｒ￣■■■■ロ■■■■■■■■■

。■■ ］■■･￣グロー


